
1070 看護教育●2015 NOV. Vol.56 No.11

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
5

／
日本赤十字看護大学  地
域連携・フロンティア
センター　平成 27年度 
フロンティアセミナー

日時：12月19日（土）13：00～16：00
会場：日本赤十字看護大学　201講
義室
テーマ：シームレスな人材育成をデ
ザインする（Part Ⅲ）～現場で教育
に関わる看護職者育成における大学
と病院の協働
プログラム：基調講演「現場で教育
に関わる看護職者育成における大学
と病院の協働」佐々木幾美（日本赤十
字看護大学看護教育学教授）／実践
報告 1「急性期病院における『高齢者
看護コース』立案上の課題」窪田裕子
（日本医科大学武蔵小杉病院認知症
看護認定看護師），実践報告 2「急性
期病院における『高齢者看護コース』
立案への大学の支援」坂口千鶴（日本
赤十字看護大学老年看護学教授），
ディスカッション
参加費：1000円（当日払い）
申し込み ：氏名，所属先をメールま
たは FAXで 12月 4日（金）までに。
E-mail：frontier-seimnar@redcross.
ac.jp
FAX. 03-3409-0589
問い合わせ ：日本赤十字看護大学  
地域連携・フロンティアセンター
〒 150-0012　東京都渋谷区広尾 4-1-3

TEL. 03-3409-0875

平成 27年度  日本赤十
字看護大学  地域連携・
フロンティアセンター
認定看護師のための  
スキルアップセミナー
日時：2016年 2月 27日（土）11：00
～ 15：30
会場：日本赤十字看護大学　広尾
キャンパス　広尾ホール（東京都渋
谷区）
プログラム：
【午前の部】基調講演「看護が誘導す
る新たな病院文化─安全性と安楽
性（尊厳）の両立」川嶋みどり（日本赤
十字看護大学名誉教授）
【午後の部】コース選択制
1．糖尿病看護コース「糖尿病看護の
これから～私たち認定看護師に求め
られていること」河口てる子（日本赤
十字北海道看護大学学長），実践報
告とグループディスカッション「療
養指導外来立ち上げに向けて～病棟
と外来それぞれの立場を経験して」
山本真貴（関西医科大学附属枚方病
院）・「糖尿病看護と在宅看護を繋げ
る支援の現状と課題」町田景子（東京
都保健医療公社多摩北部医療セン
ター）　2．慢性呼吸器疾患看護コー
ス「COPDの身体活動性維持のため
の包括的呼吸リハビリテーション

─効果的な支援に向けた連携，（慢
性呼吸器疾患看護認定看護師の）活
動への期待」武知由佳子（いきいきク
リニック院長），実践報告と全体ディ
スカッション「呼吸ケア看護外来活
動報告～開設から現在の活動状況」  
北川美奈（埼玉医科大学病院）・「慢
性期 RSTラウンドの現状と課題」結
城ちかこ（長岡赤十字病院）　3．認
知症看護コース「認知症看護におけ
る急性期病院と地域との連携・課題
について」小栗智美（日本医科大学付
属病院），実践報告とグループディ
スカッション「地域と連携した認知
症の知識・看護向上の取り組み─
当院で開催した認知症サポーター養
成講習を通して」岡田朋子（名古屋第
一赤十字病院）・「その人らしくあり
続けるために─現状報告と地域か
ら望むこと」久保智巳（デイサービス
なごみの家）
参加費：5000円（三菱東京 UFJ銀
行・渋谷中央支店（普）1267503，口
座名：日本赤十字看護大学へ振込）
申し込み ：住所，氏名，所属先，午
後の部の参加希望テーマをメー
（skillupseminar@redcross.ac.jp），
または FAX（03-3409-0589）にて。
申込締切 ：2016年 1月 30日（土）
問い合わせ ：日本赤十字看護大学
（事務局担当：小暮）
TEL. 03-3409-0924
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